
や
り
き
れ
な

い
こ
と
が
、

起
こ
っ
た
と
き
も
。

人
に
は
明
か
せ
な
い
、
心
配
ご
と
を

持

っ
て
い
る
と
き
も
。

胸
の
内
が
、
言
葉
に
で
き
な

い

思

い
で
い
っ
ぱ

い
の
と
き
も
。

「同
行
二
人
」

―
―
お
大
師
様
は
、
い
つ
も
一

歩
ん
で
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す

あ
な
う
れ
Ｌ

ゆ
く
も

υ

ら
も
も

と

と

ま

ｂ

も

わ
れ

は
だ

い
こ
と

ふ
た

，

づ
れ
な
り

こ
の
京
都
で
、
お
大
師
様
に

出
会
っ
て
く
だ
さ
い
、
ぜ
ひ
。

仁和寺御影堂・大師42歳 (厄年 )時のお姿

Ｆ

』鐘

二
弘
法
と
は
、
弘
法
人
師
空
海

と

ゆ
か
り

の
深

い
、
〓全
■
、
仁
わ

寺
、
神
光
院

の
二

つ
の
十

の
こ
と

を
指
し
ま
す
。

二
弘
法
ま

い
う

と
呼
ば

な
る

風
習

は
江
戸
中
期

に
は
じ
ま

っ

た
と
さ
ね
、
一二
仏
法
を
二
月

の
ニ

日
間

（
松

の
内
）
に
お
参
り
す
れ

ば
、
一
年
十

の
厄
を
地
れ
る

こ
と

が

で
き
る
と

の
信
仲

で
す
。
ま
た
、

弘
法

人
師
空
海

の
縁
日

（４

月

二
十

一
日
）
に
巡
礼
す
る
と

い
う

習
わ
し
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
四
日
入
十

八
ヵ
所
霊

場

に
詣

る
人
が
道
ヤ
姜
仝

の
祈

願
を
行
う
風
習
も
あ
り
ま

し
た
。

東
寺

で
は
菅
笠
、
仁
和
十

で
は
全

則
社
、
神
光
院

で
は
納
札
箱
を
投

か
り
、
そ
枚
ら
を
身

に

つ
け

て
四

回

で
の
範
路
修

行
が
行
わ
旅

て

い
ま
し
た
。

お
夫
師
様

は
衆

生
救
済

を

絶

対

の
御

願
と
な
さ
れ

て

い
ま

し

た
。
社
会
が
滉
迷
を
沐
め
る
現
代
、

そ

の
御

教
え
が

人
々

に
必
要
と

さ

ね

て

い
ま

す
。
今

こ
そ
、
三
一
仏

法
を

巡
キ
し
、
お
夫
師
様

の
む
と

御
教
え

に
触
ね
、
そ
し
て

「
同
行

二
人
―
―

お
人
師
様

が

い
つ
も

一
皓

に
サ

ん

で
く

だ
さ

っ
て

い

る
こ
と
」
を
実
感

し
て

い
た
だ
け

ね
ば
幸

い
で
す
。

歴
史
と
え
化

の
か
お
り
漂
う

京ヽ
都

の
行

で

む
を
清

め

て
く
だ

ヽ
ヽ
い
。



及光山 神光院

賀茂別雷神社 (上賀茂神社)の神職松下能久が、「霊光の照ら

した地に一宇を建立せよ」との神託を受け、建立されました。神

光院という寺名はこの由緒によるものです。

弘法大師が42歳の夏に、修行を行った場所とされます。修行を

終え寺を去る際に、池に映る自身の姿を見ながら彫られた本像が、

当院の本尊であり「厄除け大師」として信仰されています。

毎年 7月 下旬には、弘法大師がキュウリに疫

病を封 じて病気平癒を祈願 したことにちなみ、

疫病よけの「きゅうり封じ」(き うり加持)が行

われています。

お遍路参りに行かれる方が、神光院で納札箱を授与

されていたことに由来したお守りです。

住  所  京都市北区西賀茂神光院町120

電話番号  075-491-4375

拝観時間  9:00～ 16:00

料  金  無 料

(※ その他、詳細は直接お問い合わせ下さい。)

○駐車場  自家用車 (10台分)無料

○バス停  「神光院前」下車 徒歩約3分

大内山 仁和寺

真言宗御室派総本山。第59代宇多天皇が、先帝である光孝天皇

の遺志を継ぎ、仁和4年 (888年)に建立。寺名は元号から仁和寺

となりました。宇多天皇が、仁和寺第 1世寛平法皇となってからは、

明治時代まで皇子皇孫が代々門跡 (住職)を務めた格式高い寺院

であります。

裏山の成就山には、四国八十八ヶ所霊場から

持ち帰つたお砂を埋めた上にお堂を建てた、御

室八十八ヶ所霊場があります。参拝道は自然に

あふれ、京者「の四季の移り変わりを感じられ、約

3 kmの コースとなっています。

お遍路参りに行かれる方が、仁和寺で金剛杖を授与
されていたことに由来したお守りです。
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〈ミニ金剛杖〉

住  所  京都市右京区御室大内33

電話番号  075-461-1155  FAX 075-464-4070

拝観時間  9:00～ 17:00(受付終了 16:30)(※ 12～ 2月 は30分短紬

料  金  (御殿)一般 500円・(桜祭)一般 500円 。(霊宝館)一般 500円

H  P  http://ninnalijp/
(※ その他、詳細はホームページにて、又は直接お問い合わせ下さい。)

○駐車場  観光バス (12台分)1,000円 (1日 )

※平成30年 10月 1日 より2,000円 (1日 )

自家用車 (120台分)500円 (1日 )

〇京福電鉄  「御室仁和寺」下車 徒歩約 3分

○バス停  「御室仁和寺」下車 すぐ

，サ
ミ【川「

入幡山 束  寺

全真言宗の総本山であり、根本道場。開基は桓武天皇。

平安遷都と共に官寺 (国立の寺院)と して建立された東寺を、

唐で密教を学んで帰国した空海 (弘法大師)が嵯峨天皇より

賜り、真言密教の根本道場としました。中世以降は弘法大師に

対する信仰の高まりとともに「お大師様の寺」とし

て庶民の信仰を集めるようになりました。

空海 (弘法大師)の月命日である21日 を縁日として、

寺の境内外にはたくさんの露店が市を開き、「弘法市」
「弘法さん」と呼ばれ、大勢の人でにぎわいます。

お遍路参りに行かれる方が、東寺で菅笠を授与さ

れていたことに由来したお守りです。

住  所  京都市南区九条町 1

電話番号  075-691-3325  FAX 075-662

拝観時間  8:00～ 17:00(受付終了 16:30)

-0250

※朱印受付 8:30～ 16:30
料  金  御影堂 無料 (金堂・講堂は500円 尚、五重塔公開中は800円 )

備  考  団体で説明が必要な場合は、事前に予約が必要

H  P  http://www toli Or,p/
(※ その他、詳細はホームページにて、又は直接お問い合わせ下さい。)

○駐車場  観光バス (10台分)2,000円 (2時間)

自家用車 (50台分)600円 (2時間)

〇近 鉄  「東寺駅」下車 徒歩約10分

OJ R  「京都駅」下車 徒歩約15分

○バス停  「東寺東門前」「東寺南門前」「東寺西門前」下車すぐ
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三弘法授与品

…

京 都 三 弘 法 霊 場 会 〒6m-8473京都市南区九条町 1(東寺内)TEL075-691-3325 FA聰 075-662-0250

本印帳
三弘法まいり専用の朱印帳です。
一年の無病息災を願つて、集印
めぐりはいかがでしょうか。集

印はどのお寺から始められても

かまいません。朱印帳は観音開

きとなっており、そのままお祀

りいただけます。

ホイヒ守
菅笠・金剛杖・納札箱が、それ

ぞれに描かれた木のお札です。

最初におまいりされた寺院にて

専用ケース+札 を、残り二寺院
では札のみを、最後に満願書を

お求めいただければ、お祀りす

るのに便利な三弘法木札が一組

完成いたします。

(ミ ニ納札箱〉

１

う
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く満願書は、ケースにぴつたり

収まるサイズです。
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